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乏精子症と診断されましたが、
治療する薬はあるのでしょうか32

Q

クロミフェンクエン酸塩の投与効果
米国泌尿器学会・生殖医学会のガイドラインにおいて、血清テストステロン値が低く、ゴナドトロピン値が高値

でない患者さんはクロミフェンクエン酸塩の投与により、精子濃度および運動率の改善が期待できると報告され

ています。副作用は比較的少ない薬ですが、霧視※、顔面紅潮、頭痛、口渇、食欲不振、肝機能障害、女性化乳房、に

きびなどが報告されており、症状の程度によっては内服を中止する場合があります。

※霧がかかったように見えること

乏精子症の中でも、ゴナドトロピンおよびテストステロン値が低いなど内分泌異常
によるものである場合には、内分泌療法(ホルモン治療)を行います。主に行われる
のはゴナドトロピンの分泌を増加させるクロミフェンクエン酸塩の投与で、精巣で
のテストステロン分泌および精子形成を促進させる働きがあります。しかし、精子
選択技術の有効性についてはまだ十分な根拠がなく、今後の臨床研究による検討が
必要とされています。
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【参照生殖医療ガイドラインCQ】
CQ39：男性不妊に対するクロミフェンクエン酸塩は有効か？


